
道路設計の留意事項（Ver6） 

土木設計室 山崎邦広 

1. はじめに 

若手技術者が不足し、技術の伝承が難しい時代となっている。長年道路設計に携わってきた

ため、道路設計の留意事項について、若手技術者にもわかりやすく留意事項を整理することと

した。今回は、パーキング舗装（自動車駐車場等）における留意点を紹介する。 

2. 自動車駐車場等の舗装構成 

自動車駐車場等の舗装構成を決定する際、中国地方整備局の「土木工事設計マニュアル」を

準用することが多い。 

ただし、記載されている舗装構成は CBR●%以上を想定と制約条件が記されており、設定され

た CBR 以下の場合には何を参考とすればよいのか困ることがある。 

 

業務で使用することが多いケースは、2）上記以外の場合（大型車の駐車する頻度が低い場合）

であるため、この舗装構成の根拠と CBR が異なる場合の考え方を推測してみた。 

3. 設計基準について 

国土交通省官庁営繕部及び地方整備局等営繕部が、官庁施設の営繕を実施するための基準と

して、「構内舗装・排水設計基準」を制定している。 

その中で、アスファルト舗装（車路・駐車場）の路盤厚が記載されている。 

表 3-1 車路・駐車場のアスファルト舗装の路盤厚 

設計 

CBR 

N（疲労破壊輪数：49KN） 

1,000 以下 1,000 超 

2,000 以下 

2,000 超 

3,000 以下 

3,000 超 

4,500 以下 

4,500 超 

5,000 以下 

8 以上 15cm 15cm 15cm 15cm 15cm 

6 15cm 15cm 15cm 15cm 20cm 

4 15cm 15cm 20cm 20cm 20cm 

3 15cm 20cm 20cm 25cm 25cm 

（クラシャラン又は再生クラシャランを用いる場合） 

出典：構内舗装・排水設計基準 

・表層厚は 5cm とし、路盤厚は表 3-1 による。 

・疲労破壊輪数が 5,000 を超える場合、特殊な材料又は工法を用いる場合等は、構造設計に

より舗装断面を決定する。 



表 3-2 車両の規格 

車輌の規格 車両重量 想定される車両 輪荷重の代表値 

大型車両 5t 以上 10t 未満 大型バス、10t トラック 

大型ダンプトラック 

49KN 

中型車両 2t 以上 5t 未満 5t トラック、ゴミ収集車 

ワンボックス型営業車 

17KN 

小型車両 2t 未満 普通自動車、軽自動車 7.5KN 

出典：構内舗装・排水設計基準の資料 

舗装断面は、経験に基づく設計方法である TA法による構造設計とし、設定した舗装断面の等

値換算厚（TA‘）が必要等値換算厚（TA）を下回らないよう舗装各層の厚さを決定する。 

TA≦TA‘ 

必要等値換算厚（TA）は次式により求める。 

TA=3.84N0.16/CBR0.3 

TA：必要等値換算厚（cm） 

N：疲労破壊輪数（設計期間の累積 49KN 換算輪数） 

CBR：路床の設計 CBR 

舗装各層に用いる材料・工法の等値換算係数は下表による。 

表 3-3 舗装各層に用いる材料・工法の等値換算係数 

使用 

する層 

材料・工法 品質規格 等値換算係数 

a 

表層 

基層 

加熱アスファルト混合物 

再生加熱アスファルト混合物 

ストレートアスファルトを使用。 1.00 

 

 

路盤 

粒度調整砕石 

再生粒度調整砕石 

修正 CBR80 以上 0.35 

クラッシャラン 

再生クラッシャラン 

修正 CBR30 以上 0.25 

セメント安定処理 一軸圧縮強さ【7 日】0.98MPa 0.25 

石灰安定処理 一軸圧縮強さ【10日】0.7MPa 0.25 

出典：構内舗装・排水設計基準の資料 

4. 検証 

疲労破壊輪数と設計 CBR を基に、必要等値換算厚を求めた結果が表 4-1 である。 

表 4-1 車路・駐車場のアスファルト舗装の路盤厚 

設計 

CBR 

N（疲労破壊輪数：49KN） 

1,000 以下 1,000 超 

2,000 以下 

2,000 超 

3,000 以下 

3,000 超 

4,500 以下 

4,500 超 

5,000 以下 

8 以上 15cm（6.2） 15cm（6.9） 15cm（7.4） 15cm（7.9） 15cm（8.0） 

6 15cm（6.8） 15cm（7.6） 15cm（8.1） 15cm（8.6） 20cm（8.8） 

4 15cm（7.7） 15cm（8.5） 20cm（9.1） 20cm（9.7） 20cm（9.9） 

3 15cm（8.3） 20cm（9.3） 20cm（9.9） 25cm（10.6） 25cm（10.8） 

（ ）の値は、必要等値換算厚を示す。 

設定されている路盤厚での舗装断面の等値換算厚（TA‘）は表 4-2 である。 

表 4-2 設定した舗装断面の等値換算厚（TA’） 

表層 5cm、路盤 15cm TA‘=5.0×1.00+15.0×0.25=8.75 

表層 5cm、路盤 20cm TA‘=5.0×1.00+20.0×0.25=10.00 

表層 5cm、路盤 25cm TA‘=5.0×1.00+25.0×0.25=11.25 



「土木工事設計マニュアル」に記載されていた、表層 5cm、路盤 15cm の舗装構成は、CBR と

疲労破壊輪数の関係の半分の条件を満たした状況であり、この舗装構成が提示されているもの

と推測された。 

したがって、設計 CBR と疲労破壊輪数が設定できれば、駐車場舗装を設定できることとなる。 

参考までに、疲労破壊輪数の基準値を示すと表 4-3 の通りである。 

表 4-3 疲労破壊輪数の基準値（普通道路、標準荷重 49KN） 

交通量区分 舗装計画交通量 

（台/日・方向） 

疲労破壊輪数 

（回/10 年） 

N7 3,000 以上 35,000,000 

N6 1,000 以上 3,000 未満 7,000,000 

N5 250 以上 1,000 未満 1,000,000 

N4 100 以上 250 未満 150,000 

N3 40 以上 100 未満 30,000 

N2 15 以上 40 未満 7,000 

N1 15 未満 1,500 

 

5. 終わりに 

今回はパーキング舗装の留意点についてまとめてみたが、少しでも若手技術者の参考になれ

ば幸いである。 


